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　昭和63年8月2日午後1時頃であったと思うが，長峰先生から中村先生の計
報を聞いた。8月3日に北海道に帰省するつもりで，ダンボール箱に読みもし
ない本を詰め込み，発送するばかりになっていた矢先の事であった。寝耳に水
とはこのことで，全く信じられなかった。昭和58年に心筋梗塞で倒れられてか
ら5年たち，病気は順調に回復しているように見えた。先生ご自身も「医者が
俺を病気にした」と言っておられた。喫煙量も以前と同じ位に増え，お体に気
を付けて下さるよう，たまに注意することはあったが，われわれも病気のこと
は忘れかけていただけに，それは全く突然だった。
　私は高校を卒業して就職し，4年遅れて大学に入った。大学を卒業する間際
になっても何となく就職する気になれず，もう少し勉強してみたい気持ちも
あって大学院への進学を希望していた。当時，学部時代の恩師田村光三先生は
まだ大学院の講座を担当しておられなかった。明治にしようか，立教にしよう
か迷ったすえ，田村先生に相談して明治に決めた。これが中村先生に教えを受
けるきっかけになった。以来13年余，先生の親身の指導を絶えず受ける幸運に
恵まれた。
　中村賢一郎先生に初めてお会いしたのは，昭和50年3月14日（金）明治大学
大学院修士過程の面接試験のときであった。しかし実際には，すでに大学2年
のとき，経済体制論を受講していたので，先生のお顔は存じ上げていた。名調
子の講義も時々聞いていたが，残念ながら，親しくお話を伺う機会がなかった
（経済学史（1）は当時坂田太郎先生が担当しておられた。坂田先生の講義を
聞いたのは，われわれが最後であったと思う）。
　私は経済学史を専攻したので，面接試験の主査は中村先生であった。今でも
はっきりと憶えているが，先生の開ロー番の言葉は「君の成績はバラエティに
富んでいるね」であった。「可」が多かったせいであろう。今考えてみると，
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あるいは「君のように成績の悪い学生は本来大学院には来ないものだよ」とい
うのが言外の意味であったろうか。
　私はマックス・ヴェーバーを勉強するつもりであったが，先生は，私がヴェー
バーをやるなら指導できないので，専攻を変えて大井正先生の社会思想史にし
てはどうかと提案されたが，是非にと，お願いして引き受けていただいた。
　昭和50年，修士過程の中村研究室に入室したのは私と，若くして逝った柳平
友平の2人であり，柳平は先生と同じく制度学派を研究していた。授業は和気
鵠霜と進められ，授業時間はあって無いも同然であった。時間内に終わったこ
とは1度もなかったと記憶している。先生は立て板に水の能弁家であり，奇抜
な発想と巧みな比喩を駆使し，豊かな話題性を具え，その独特の語り口のゆえ
に人の心の捉えて離さない魅力を持っていた。3時間でも4時間でも，ほとん
ど1人で喋り，聞いている方はこれでよく疲れないなあと変に感心したりした
ものである。
　先生は議論を好んだが，決して論争的ではなかった。先生のご自宅や合宿所
で，徹夜で議論しても少しも疲れた風を見せず，若いわれわれの方が先にへた
ばってしまう。われわれが寝るときにはまだ起きており，われわれが起きると，
もう散歩を済ませていた。いつ寝て，いつ起きたのかわからない有様であった。
先生に伺うと，いつもきまって「寝たよ」という返事が帰ってきた。後年，研
究室の机にうつ伏せになっている姿を数度お見掛けしたが，眠りが深く，短時
間で体力が回復するようであった。先生は体力的にも極めてタフであった。
　それだけに先生の計音は意外であった。8月2日，強い雨のなか，妻と2人
で先生のご自宅に伺った。応接室に横たわっている先生の姿は穏やかであった。
それは生の重荷から解放された人間の持つ特有の安らぎであるように思われ
た。先生には，己れに鞭打つ厳しさがあった。その気性のゆえにか，あるいは
何かに脅迫されてか，ただひたすら学問に打ち込んだ先生の真摯な態度は印象
的ですらあった。先生の学恩に報いる暇なく，駆け足で逝かれたことが残念で
ならない。
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